
福高はあなたの「みらい」を応援します！

「みらい学Ⅰ」

研究交流会 開催
12 月 10 日（金）、今年度最

後の「みらい学Ⅰ」研究交流会を

開催しました。９月に開催された

京都大学総合博物館館長の大野

照文教授の特別講義（「古生物

学」）と１０月に開催された京都

地方検察庁の奥谷千織検事の特

別講義（「法学」）でそれぞれ提示

された研究テーマのなかから生

徒各自がテーマを選択し、研究活

動を行いました。その研究成果を

ポスターセッション形式かパワ

ーポイント形式のどちらかでま

とめ、グループ別に研究交流会を

行い、それぞれのグループから代

表を選出し、今回の研究交流会で

発表しました。

予選会の様子（ポスター・パワーポイントに分かれて実施）

パワーポイント班

ポスターセッション班

梅梅梅原原原 永永永遠遠遠 六六六人人人部部部中中中学学学校校校出出出身身身

「「「人人人類類類っっっててて本本本当当当ににに１１１代代代目目目？？？」」」
森森田田 椋椋也也 六六人人部部中中学学校校出出身身

「「 三三葉葉虫虫のの絶絶滅滅のの歴歴史史」」

和和久久 淳淳 成成和和中中学学校校出出身身

「「生生命命のの歴歴史史」」

高高本本 夏夏実実 綾綾部部中中学学校校出出身身

「「ＩＩＦＦ66550000 万万年年前前にに恐恐竜竜がが絶絶滅滅ししななかか

っったたらら、、ををシシミミュュレレーーシショョンンししててみみたた」」

本番！



この一年、

「みらい学Ⅰ」

で学んださま

ざまな研究手

法 を い か し

て、生徒は来

年度の「みら

い学Ⅱ」のより

レベルの高い

グループ研究

活動に取り組

みます。

研究交流会 感想 １年６組 黒田あゆみ 成和中学校出身

死刑制度は、自分と同じテーマの人が、全く違った視点から、全く

違った方法でパワーポイントにまとめていて、とてもおもしろかった

です。古生物学においては、四方さんの発表が興味深く、「アクア説」

を、指の間に水かきの名残があるなど、私たちの体に実際にある特徴

と関連づけたところで、「確かに！」と、少し感動してしまいました。

中川 健太郎 由良川中学校出身

「死刑制度はこの世にあるべきか」
四方 かおり 豊里中学校出身

「生命の歴史 人類の幕開け」

廣居 和樹 六人部中学校出身

「生命の歴史」

伊東 豊 南陵中学校出身

「仮説と検証

夢の実現も無理じゃない！？」

多田 悠亮 豊里中学校出身

「日本における死刑制度」

川尻 隆治 白糸中学校出身

「絶滅動物の復活」

柴田 幸穂 豊里中学校出身

「裁判員制度」

坂口 知輝 六人部中学校出身

「外国と日本における司法の比較」

研究交流会 感想 １年６組 東 森生 川口中学校出身

自分なりの仮説を立てることは、例え間違っていたとしても、大

事なことであると思う。研究の楽しいところは、人を驚かせること

だと思う。だから、発表者も楽しまないと良い研究はできない。み

んなの発表を聞いて、自分なりの仮説が立てられているなと思った。

特に興味を持ったのは死刑制度についてだ。死刑は倫理的な問題が

一番難しいと思う。悪人は一生悪人のままなのか、善人に変われる

のか、考えさせられた。今回の発表で視野が広がった。


